


























































































































































































































































































































































































































11 Sarah K. Pinnack 編 , The Theology of Dolothee Solle, Trinity Press International, 
2003, 参照
李　　　恩　子44
おわりに
　ここで試みたゼレの考えに寄り沿うためのダイアローグは筆者にとってゼレ
の再発見であった。彼女との最初の出会いで得た直観的印象はやはり、「正しかっ
た」と言える。本稿を書きながら筆者は神を信じることの重要さより知ること
の重要さを再確認した。ゼレにとって「神を知る」ことは、「共に苦しむ」とい
うことを抜きに語ることはできない。なぜならゼレにとって人の痛みは神の痛
みであるから。だから神を知るという行為は常に関係性の中で問われる。その
関係性の成立の前提は誰とどのような時に、どのようにしてと考えられる主体
があってのことである。
　現在の日本社会に向き合うためには私たちがそれぞれの主体をどのように確認、
形成していくのかという問い無くしてはありえない。そしてこれらの問いは横
軸と縦軸というよりは対であることの認識が必要である。
　ゼレの思想を読むことを通してイエス的価値観とマルキスト的世界観を信仰
的あるいは政治理念的側面としてのみ見るのではなく、世界を変革、軍事化反対、
非核化への道を選ぶための戦略にもなりうる実践のための知恵とその行動に向
かうべき立ち位置がどうあるべきかを再確認できたのではないだろうか。非戦、
平和運動にはこの戦略と原則が必要である。主体と共苦も対をなしている。他
者の痛みをcompassionできる感性と能力は主体なしでは偽善あるいは温情主義
になる。個人主義でない、全体と繋がる「個」、つまり政治的主体形成に神学が
有効でありうるという希望が見えてきたのではないだろうか。　
